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大槌町農業委員会

　佐々木和之推進委員（63）は、毎年４月から11月中旬まで新山牧場のオペレーターとして、
放牧牛の監視や草刈業務を40年以上行っています。平成30年に農業委員を退任と同時に推
進委員となりました。町方から勤め先の新山牧場、地元の金沢地区などの農地の見回りをし
ていると、使われていない田畑が増えてきたことに気づきます。
　山間部は高齢者が多く、遊休農地は増える一方で、
利用したいという人はなかなか見つからない状況が続
いています。面積がまとまっている広いところであれ
ば、畜産農家から牧草地にしたいという話も出てい
ますが、狭いところでは機械が入れないため、牧草に
限らず、ほかのものを植えることも難しいです。隣り
合う農地がなくては、一続きに集約することもできま
せん。このように、山間部では多くの農地が利用価値
を見出せないまま、所々にぽつんと残ってしまうので
す。これをどのように解消していくか、また、新たな遊休農地にさせないためにどう活用し
ていくかは地域の人みんなで考えなければならない最大の課題です。「山間部の狭い土地に
見合った、高齢者にもできる産業が必要だが、新しいことをやってみようという気持ちにさ
せることはかなり難しい。若い人たちが戻ってきて始めるならよいが、助成するからと言っ
ても高齢者にはどうだろうか」という悩みもあります。
　今後は、「多岐にわたって地域の方々と協力しながら活動を進めていきたい」と話してい
ました。
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　陸前高田市農業委員会は、令和４年９月19日「広田地区農地相談会」を開催しました。
　私が吉田司

つかさ

推進委員と担当する広田町は、市の南東部の広田半島にあります。平坦部が少
なく、比較的まとまっている田（およそ30ヘクタール）は、平成22年に県が、ほ場整備事
業に着手し、翌年３月の東日本大震災津波を経て、平成29年度に完成。現在、農事組合法人
広田半島が耕作しています。傾斜地は、主に畑として利用されていますが、自作地は作付け
されない農地が徐々に増えています。
　７月、吉田氏から「地元の農地の情報を得るため、相談会を開いてはどうか」と提案があ
りました。２人とも委員に選任されて一年余り。キャリアのない私たちが相談に応じられる
のか不安がありましたが、地域に農業委員会の役割を周知できるチャンスとして、８月の総
会で承認を受け、開催が決まりました。案内チラシは、吉田氏が作成し、市の行政文書とし
て町内全世帯に回覧。法人の役員を訪問し、趣旨を説明しました。
　当委員会初の相談会当日は、私たちと事務局職員で
相談に対応。台風一過ということもあり会場での相談
は２件でしたが、事前に問い合わせがあったり、法人
の役員からは「よい取り組みだ」と声を掛けられたり
しました。また、地元新聞の取材を受けたこともあり、
開催後も電話や訪問による相談が寄せられています。
　今回の取り組みにより、農地に関する悩み事を、直
接聞き取りできたことは良かったと思います。農家の
悩みを聞き、寄り添いながら、気兼ねなく相談しても
らえるような農業委員になりたいと思います。

農業委員の活動紹介

農地利用最適化推進委員の活動紹介

相談に応じる熊谷眞美子委員
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上：2022年９月16日付け全国農業新聞（岩手版）より
下：令和５年１月１日付けいわて県農業会議通信より

農業の担い手を応援する新聞
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